
地
域
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愛
す
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人
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思
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が

ま
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の
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を
つ
く
る

花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
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さ
つ
ま
の
爆
笑
王
が

三
股
に
や
っ
て
く
る
!!独

演
会

三
遊
亭
歌
之
介

■日時／8月21日[日] 午後２時開演（開場は30分前）
■料金【全席指定】／一般…2,500円（当日3,000円）、

大学生以下…1,500円（当日2,000円）、ペア…4,000円（前売のみ）
※未就学児入場不可　※電話予約可
※ＷＥＢ予約可（三股町立文化会館ＷＥＢサイト）
※大学生以下は入場の際「学生証」の提示をお願いすることがあります

■出演／�三遊亭歌之介
★�『電話予約』『WEB予約』でも承りますが、座席をお選びいただくことはできません
★�座席を直接お選びになりたい方は、『文化会館チケットカウンター』でご
購入ください（ 月曜休館［月曜祝日の場合は火曜］・午前９時～午後５
時［夜間に催事がある場合はこの限りではありません］）　

■日時／7月24日[日] 
①午前10時30分開演　②午後２時開演 （開場はいずれも15分前）

■料金／一般…800円（当日1,000円）、３歳～高校生…500円（当日700円）
※３歳未満はおひざのうえでみることができます（整理券が必要）
※ＷＥＢ予約可（三股町立文化会館ＷＥＢサイト）

■出演／�劇団道化　

■募集人数／約20人（参加無料）
※できるだけ申込者全員を受け入れるように
調整していきます。

■対象／町内在住でおおむね4年生以上。
ただし上演日の2日間とも必ず参加できる人。

■公演日時(予定) ／ 11月26日[土]午後７時～・27日[日]午後２時～【２回公演】
■稽古／ 7月10日から、原則、週に1回、午後7時から9時30分まで文化会館で行います。
■�応募方法／申込書を「文化会館 事務室」「図書館 カウンター」「役場 総合受付」で
お受け取りください。三股町ホームページ（文化会館イベントページ）からも入手
できます。必要事項を明記の上、文化会館へ申込書を持参してお申し込みください。

■応募締切／７月１日[金]

平成28年11月、三股町立文化会館15周年を記
念して、町民参加型演劇『おはようわが町』を上
演します。
『おはよう、わが町』は、平成23年に三股町立文
化会館10周年記念として制作、上演された町民
参加型演劇で、みまた演劇フェスティバル「まち
ドラ！」を開催する、きっかけとなった演劇で
す。アメリカの劇作家ソーントン・ワイルダーの
不朽の名作「わが町」をベースに、三股町の昭和
の人々の暮らしを描いた、オリジナル作品です。

お
は
よ
う
、

わ
が
町

G
ood m
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IM
A
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町
民
出
演
者
募
集 
！

6月23日［木］
午前９時30分

販売開始

全席
指定

★お早めにお求めください

■受講期間 ７月20日［水］開講～１月12日［木］閉講（全12回）・午後７時～９時30分（予定）

■対象・定員 おおむね高校生以上・５人程度（先着順）

■参加費 一般：5,000円、高校生・大学生：2,500円 （年額）

■申込方�法

○受講申込書を記入し、文化会館へお申し込みください。
　受講申込書は文化会館窓口、文化会館Webサイトにあります。
○電話・ＦＡＸ（0986－51－3561）でも受け付けます。
　必要事項『①住所 ②氏名 ③年齢 ④電話番号』

■申込締切 平成28年７月８日［金］まで

受講生募集のお知らせ
「戯曲」とは、演劇の台本のことです。実際に「せりふ」を書き、
短い「戯曲」を一本書き上げることをめざしながら、
「戯曲」のおもしろさを体験してみませんか？
経験は問いません、お気軽にお申し込みください。

戯曲
講座「せりふ書いてみる？ 2016」

１公演150枚限定

私の選択
新たに選挙権を得る若者たちが選挙に対してどう感じているのか、
選挙の現状と今後を考えます。
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三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　http://www.town.mimata.lg.jp/bunka/ ）
●各公演とも前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります。
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新
有
権
者
た
ち
が
模
擬
投
票
を
体
験

４
月
26
日
︑
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
藤

元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
付
属
医
療
専
門

学
校
の
２
年
生
73
人
を
対
象
に
︑
選
挙
の

模
擬
投
票
を
行
い
ま
し
た
︒

昨
年
︑選
挙
権
年
齢
を
﹁
18
歳
以
上
﹂
に

改
正
す
る
こ
と
が
決
定
し
︑
７
月
実
施
予

定
の﹁
参
議
院
議
員
選
挙
﹂か
ら
学
生
た
ち

の
ほ
と
ん
ど
が
新
し
く
有
権
者
と
な
り
ま

す
︒実
際
の
選
挙
を
前
に
︑投
票
や
選
挙
運

動
に
関
す
る
知
識
を
深
め
︑
簡
易
な
模
擬

投
票
を
体
験
す
る
こ
と
で
︑
政
治
に
参
加

す
る
こ
と
の
必
要
性
を
実
感
し
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
で
す
︒

ま
ず
︑
町
担
当
者
か
ら
選
挙
の
基
本
原

模擬選挙参加者

上
うえ

塚
つか

愛
あい

莉
り
さん（２年）

これまで、政治のことを学校や家
庭で深く話し合ったことがなかっ
たので、選挙は「まだ先のこと」
という感覚でしたし、疑問や不安
も多いです。ですが、今回選挙の
ことを学び、社会に対して自分の
意思を示すことが大切だと感じた
ので、どの選挙も投票に行こうと
思いました。

私
の

 

選
択 平

成
27
年
６
月
、
選
挙
権
年
齢
を「
18
歳
以
上
」
に
改
正
す
る
こ
と
が

法
律
で
成
立
し
、
今
年
６
月
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
新
た
に
選
挙
権
を
得
る
若
者
た
ち
が
選
挙
に
対
し
て

ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
、
今
回
は
選
挙
の
現
状
と
今
後
を
考
え
ま
す
。

藤元メディカルシステム付属医療専門学校

模擬投票選挙 立候補者
および主な主張・公約

投票結果

則
や
投
票
率
の
推
移
の
ほ
か
︑
選
挙
運
動

違
反
事
例
な
ど
の
説
明
を
受
け
︑
皆
︑
真

剣
な
表
情
で
選
挙
に
関
す
る
知
識
を
深
め

ま
し
た
︒そ
し
て
︑実
際
の
選
挙
で
使
用
す

る
記
載
台
や
投
票
箱
で
模
擬
投
票
を
実
施
︒

架
空
の
市
を
設
定
し
︑
異
な
る
政
策
を
訴

え
る
候
補
者
４
人
の
中
か
ら
︑
自
分
が
住

む
ま
ち
を
理
想
に
近
づ
け
る
た
め
の
候
補

者
１
人
を
選
ん
で
投
票
し
ま
し
た
︒

初
め
て
投
票
す
る
人
が
多
く
︑
緊
張
や

戸
惑
い
を
見
せ
る
学
生
も
い
ま
し
た
が
︑

担
当
職
員
が
開
票
結
果
を
読
み
上
げ
る
と
︑

投
票
し
た
候
補
者
の
当
選
に
笑
み
を
浮
か

べ
拍
手
す
る
人
や
落
選
に
肩
を
落
と
す
人

な
ど
︑一
喜
一
憂
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
︒

Ｓ井さゆり 

Ａ馬 奈々

N美屋 昭 

Ｍ元 秀明

Ｎ美屋昭：７票 、Ｓ井さゆり：38票 、Ｍ元秀明：13票 、Ａ馬奈々：12票 

藤元メディカルシステム付属医療専門学校で行われた模擬選挙の様子
【当選：Ｓ井さゆり：38票】

現職の市長です。市長として
の経験が強みです。
年をとっても安心して暮らせ
る福祉の充実を目指します。

《主な政策》
①  介護施設を増やし高齢者の

医療費を一部助成
②  バス利用促進のために高齢

者の利用料金を半額
③  定年後の雇用機会を積極的
に確保

「高齢者に優しいまちづくり」

病院勤務の経験を生かして医
療現場の声を届けます。

《主な政策》
①  医師、看護師の人材確保の
ため資格所有者が市外から
移住してくる際に引っ越し
代の一部を助成

②  台風被害に遭った農家には
助成金を交付

③  災害に備えた備蓄物資の充
実、避難所の整備

「災害に強いまちづくり」

高校で体育講師をしていまし
た。教育現場を知っているこ
とが私の強みです。

《主な政策》
①  体育館、陸上競技場を建設
し市民が運動に触れる機会
を増やす

②  高齢者の健康推進に力を入れ
医師・看護師の負担を減らす

③  教育分野を充実するために
大学を招致

「市民が元気に生活できるま
ちづくり」

観光会社で勤務していまし
た。観光分野の現場を知って
いることが私の強みです。

《主な政策》
①  広大な土地を活かして企業

誘致を行い、雇用確保に努
める　

②  テーマパークを建設し、観
光客の増加・雇用促進に努
める

③  農畜産物などのブランド化

「雇用確保・ブランド化を意識
したまちづくり」

Interview
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18
歳
は「
未
熟
」!?

18
歳
の
若
者
が
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と

を﹁
ま
だ
早
い
﹂と
考
え
て
い
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
も
︑
生
徒
た
ち
の
多
く
が
選
挙
や
政
治

に
対
し
て﹁
よ
く
分
か
ら
な
い
﹂と
答
え
て

い
ま
す
︒投
票
の
経
験
が
な
い
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
﹁
選
挙
や
政
治
を
学
ぶ
機

会
が
少
な
い
﹂﹁
選
挙
後
の
社
会
の
変
化
を

実
感
し
に
く
い
﹂
と
い
う
こ
と
も
理
由
と

し
て
あ
る
よ
う
で
す
︒し
か
し
︑こ
れ
は
20

歳
で
あ
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
す
︒選
挙
や

政
治
の
こ
と
を
よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
と

い
っ
て
︑
そ
の
ま
ま
権
利
を
放
棄
し
て
も

い
い
の
で
し
ょ
う
か
︒﹁
支
持
す
る
候
補
者

が
当
選
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
︑
た
っ

た
１
票
で
は
変
わ
ら
な
い
﹂
と
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
︒し
か
し
︑同
じ
考
え
を
持
つ

人
が
増
え
て
投
票
率
が
こ
の
ま
ま
下
が
っ

て
い
っ
た
と
し
た
ら
︑私
た
ち
が
望
む﹁
住

み
や
す
い
社
会
﹂
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い

く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
︒
そ
し
て
︑

選
挙
の
結
果
が
出
た
後
も
︑
当
選
し
た
私

た
ち
の
代
表
が
ど
の
よ
う
に
社
会
を
変
え

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
見
続
け
︑

次
の
１
票
を
投
じ
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま

す
︒で
す
か
ら
︑今
の
若
い
世
代
が
早
い
段

階
か
ら
投
票
を
経
験
し
︑
社
会
の
動
き
を

意
識
し
て
い
く
こ
と
は
︑﹁
住
み
や
す
い
社

会
﹂
に
近
づ
く
第
一
歩
な
の
で
す
︒

Ｑ１ �実際の選挙や今回の模擬選挙で、自分が投票した候補
者が当選（落選）してどう思いましたか 

◦ 今回は学生が対象だったので若い人の意見が反映されていた
◦ 最近地震が起き、災害で苦労することを学んだので、今必

要な候補者が当選してよかった
◦ とても実現してほしい政策があったので、落選して残念
だった

Ｑ２ �選挙権年齢の引き下げで社会（政治）が変わると思い
ますか 

◦ 若い人が選挙に行くことで若者の声も社会に反映さ
れると思う

◦ 年齢引き下げの前に政治への興味を上げてからでも
よかったのでは

◦ 若者が投票に行かなければ変わらないと思うし、行っ
たとしても政策がどう変わっていくかわからないから

◦ ７月の選挙は10代が興味本位で投票に行きそうだが、
そこで変化を感じられなければ行かなくなると思う 

近
年
に
お
け
る
選
挙
の
現
状  

 

本
町
に
お
け
る
過
去
15
年
間
の
選
挙

の
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
︵
表
１
︶︒人

口
の
ゆ
る
や
か
な
増
加
に
伴
っ
て
当
日
有

権
者
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
︒し
か
し
︑投

票
率
を
み
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
︒

約
10
年
前
に
は
70
％
を
超
え
た
こ
と
も

あ
っ
た
本
町
の
投
票
率
は
次
第
に
低
下
し
︑

平
成
25
年
か
ら
は
50
％
に
も
満
た
な
い
数

字
が
続
い
て
い
ま
す
︒平
成
22
年
の
県
知

事
選
挙
に
至
っ
て
は
35
・
48
％
と
︑全
体
の

約
３
分
の
１
し
か
投
票
し
て
お
ら
ず
︑
選

挙
の
種
類
に
よ
っ
て
投
票
率
に
差
が
あ
る

こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
︒

若
い
世
代
ほ
ど
低
い
投
票
率  

次
に
︑
平
成
26
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙

で
の
本
町
第
２
投
票
区
の
年
代
別
投
票
率

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
︵
図
１
︶︒全
国
と
比

べ
て
も
︑
本
町
の
投
票
率
は
全
て
の
年
代

で
低
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
︒
さ

ら
に
20
代
の
有
権
者
の
う
ち
︑
投
票
し
た

人
は
23
％
で
︑
60
代
と
比
べ
る
と
大
き
な

差
が
あ
り
ま
す
︒学
生
や
未
婚
者
が
多
い

20
代
は
︑
他
の
世
代
に
比
べ
て
政
治
に
触

れ
る
機
会
が
少
な
く
︑
候
補
者
や
政
策
な

ど
︑
選
挙
に
関
す
る
内
容
を
十
分
に
理
解

で
き
て
い
な
い
こ
と
も
投
票
率
が
低
い
理

由
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

未
来
の
た
め
の「
私
の
選
択
」  

私
た
ち
の
社
会
は
︑
こ
れ
ま
で
長
い
時

間
を
か
け
て
変
化
を
遂
げ
て
き
た
よ
う
に
︑

短
時
間
で
劇
的
に
変
化
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
︒
で
す
か
ら
︑
私
た
ち
有
権
者

は
﹁
目
の
前
の
問
題
﹂
だ
け
で
な
く
︑今
後

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
未
来
も
見
据
え
な

が
ら
︑
普
段
の
生
活
で
抱
え
て
い
る
疑
問

や
不
安
の
声
を
政
治
に
反
映
で
き
る
よ
う
︑

慎
重
に﹁
私
た
ち
の
代
表
﹂を
選
択
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
す
︒
ま
ず
は
家
庭
で
︑

政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
話
し
て
み
て
く
だ

さ
い
︒私
た
ち
が
選
挙
に
参
加
し
て
い
く

こ
と
で
︑
社
会
に
新
し
い
変
化
が
き
っ
と

生
ま
れ
る
は
ず
で
す
︒

Interview

町選挙管理委員会  

穝
さい

所
しょ

信
のぶ

博
ひろ

委員長

Mock Election Questionnaire

選挙権年齢の引き下げで一部の高校生も投票
することができるようになりました。これは、
今後の社会を支える若者の意見をより多く政治
に反映し、未来を見据えた政策を行っていく目
的があります。また、早い段階から政治に参加
する機会を増やすことで、政治に対する意識が
高まることを期待しています。 

これまで、有権者以外では幼児などしか投票
所に入ることができませんでしたが、法改正で
17歳以下でも入場できるようになりました。ぜ
ひ親子で投票所に足を運んでもらい、学生の社
会学習にもつなげていただきたいと思います。 

近年では、若い世代だけでなく全ての年代で
投票率が下がっています。私たちが生活するう
えで抱えている問題や要望を政治に反映させる
ために選挙があり、私たちの代表を決めるため
に投票する権利が等しく与えられています。ま
ずは、私たちが政治に関心を持つことで住みや
すいまちづくりの第一歩になるということを意
識してほしいと考えています。 

Ｑ�３ 選挙に行くことで自分の生活は良くなっていくと思
いますか 

◦ 選挙に行かなければ何も変わらず現状維持の生活だと思う
◦ 皆が自分たちの生活や政治のことを考え、視野を広げ
て考え、投票することで確実に良くなっていくと思う

◦ 当選した人が宣言したとおりに政治が進むとは思えない

◦ 今まで良くなったと思えたことがないから
◦ 投票した人が当選するとは限らないから

◦ 実際の選挙投票をしたことがないので分からない
◦ 今のままでは若者が投票しないと思うから

Ｑ�４ ７月の参議院議員選挙では投票に行きますか

◦ 権利があるので行きたい。若い人の意見も反映して
ほしい

◦ 投票することの大切さを学んだから
◦ 実際に体験してみたいから

◦ 社会のことを勉強してから投票しに行きたい
◦ 住民票が県外の実家にあるから

◦ そのときの予定次第で行けるかは分からないけど
「行ってみようかな」と思えるようにはなりました。

藤元メディカルシステム付属医療専門学校

選挙アンケート （回答：１～３年生229人） 

模擬投票終了後に、全校学生を対象とした
アンケートを実施しました。
以下に主な意見を掲載します。

はい
19％

いいえ
35％

分からない
46％

はい
21％

いいえ
23％

分からない
56％

はい
31％

いいえ
17％

分からない
52％

表１：人口と投票率の推移
執行
年月日 選挙名 投票率 当日

有権者数 投票者数

13.7.29 第19回参議院議員選挙 64.76 18,414 11,919
14.9.8 町長選挙 69.79 18,339 12,798
15.7.27 第16回県知事選挙 56.17 18,494 10,518
15.11.9 第43回衆議院議員総選挙 64.19 18,741 12,030
16.7.11 第20回参議院議員選挙 60.60 18,893 11,439
17.9.11 第44回衆議院議員総選挙 71.54 19,027 13,611
18.9.10 町長選挙 66.14 19,010 12,573
19.1.21 第17回県知事選挙 64.95 19,103 12,409
19.4.8 第16回県議会議員選挙 51.28 19,005 9,747
19.4.22 町議会議員選挙 60.07 18,995 11,410
19.7.29 第21回参議院議員選挙 54.50 19,380 10,561
21.8.30 第45回衆議院議員総選挙 66.31 19,523 12,944
22.7.11 第22回参議院議員選挙 55.20 19,669 10,857
22.9.12 町長選挙 54.06 19,681 10,518
22.12.26 第18回県知事選挙 35.48 19,445 6,900
23.4.24 町議会議員選挙 52.58 19,333 10,166
24.12.16 第46回衆議院議員総選挙 51.42 19,897 10,232
25.7.21 第23回参議院議員通常選挙 49.55 20,060 9,940
26.12.14 第47回衆議院議員総選挙 46.28 20,150 9,325
26.12.21 第19回県知事選挙 41.42 19,953 8,265
27.4.26 町議会議員選挙 49.69 19,817 9,848

図１：年代別投票率の推移

23.15％
32.58％

42.09％

45.32％

49.98％
59.35％

60.07％
67.38％

68.28％

49.20％

59.46％

80％

20％

50％

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
歳

以
上

三股町全国

32.58％

は
い

は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

い
い
えわ

か
ら
な
い

わ
か
ら
な
い

わ
か
ら
な
い

投票日に用事がある人は、
期日前投票を済ませておきましょう

【期日前投票】

■場所：町役場ロビーなど

■時間：午前８時30分～午後８時

■必要なもの：入場券

７月は
「第24回参議院議員選挙」が
行われます

投票は、まちづくりの第一歩
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問
題
の
背
景

現
在
︑
全
国
の
自
治
体
で
公
共
施
設
の

維
持
・
更
新
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
︑そ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
︒そ
の

原
因
は
︑
高
度
経
済
成
長
期
に
大
量
に
建

設
さ
れ
た
施
設
が
老
朽
化
し
︑
一
斉
に
更

新
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
︑
施
設

を
維
持
す
る
た
め
の
費
用
が
財
政
の
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
︒

ま
た
︑
こ
の
老
朽
化
が
原
因
で
重
大
な
事

故
が
発
生
し
︑
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
本
町
も
例
外
で
は
な

く
︑
こ
れ
ま
で
人
口
の
増
加
や
経
済
の
発

展
に
合
わ
せ
て
多
く
の
公
共
施
設
を
建
設

し
︑
老
朽
化
も
進
ん
で
い
ま
す
︒

今
後
︑
大
規
模
な
改
修
や
建
て
替
え
の

た
め
の
多
額
な
費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
︒

充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
安
定
し
た
財

政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
︑
公
共
施
設
の

在
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

公
共
施
設
の
現
状

●
施
設（
建
物
）
の
量

本
町
が
保
有
し
て
い
る
施
設
の
総
面
積

は
約
11
・
８
万
平
方
㍍
で
す
︒県
内
の
町
村

で
は
一
番
多
く
︑
町
民
一
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
約
４
・
８
平
方
㍍
と
な
っ
て
い

ま
す
︒
こ
れ
は
︑
全
国
の
市
町
村
平
均
の

３
・
４
平
方
㍍
と
比
較
し
て
も
多
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
︒

●
施
設（
建
物
）
の
建
築
経
過
年
数

一
般
的
に
︑
建
物
の
寿
命
は
50
年
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
︒本
町
で
は
︑10
年
以
内
に

約
25
％
の
施
設
が
築
50
年
以
上
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
︒

そ
の
10
年
後
に
は
︑
さ
ら
に
30
％
の
施

設
が
築
50
年
以
上
を
迎
え
る
た
め
︑
今
後

の
施
設
管
理
方
法
に
つ
い
て
迅
速
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

今
後
40
年
間
で
、更
新
費
用
が
約
４
８
８
億
円
！

～
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
安
定
し
た
財
政
運
営
を
、未
来
へ
継
承
し
て
い
き
ま
す
～

公
共
施
設
を
安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に

公
共
施
設
と
は
…

◆�

国
や
地
方
自
治
体
が
建
設
す
る
施
設

で
、
本
町
で
は
、
町
営
住
宅
・
体
育
館
・

公
民
館
な
ど
の
い
わ
ゆ
る「
ハ
コ
モ

ノ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
以
外
に
、
道
路

や
下
水
道
な
ど
の
生
活
基
盤
と
な
る

施
設
も
公
共
施
設
と
捉
え
て
い
ま
す
。町体育館（昭和39年建設）稗田団地（昭和51年建設）

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

◦ 

無
作
為
に
抽
出
し
た
２
０
０
０
人
の
町

民
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
︒本
施
策
の
重
要
な
資
料
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
︒
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

今
後
の
取
り
組
み

◦ 

一
般
的
な
公
共
施
設
の
課
題
や
方
針
に

つ
い
て
説
明
会
を
実
施
し
︑
町
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
公
共
施
設
の
在
り
方
を

考
え
て
い
き
ま
す
︒説
明
会
の
実
施
は

８
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

◦ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
町
民
を
交
え

た
検
討
委
員
会
で
議
論
を
深
め
て
い
き

ま
す
︒

◦ 

三
股
町
第
五
次
総
合
計
画
と
の
整
合
を

図
り
な
が
ら
︑
取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
の
実
施
体
制
を
整
備
し
ま
す
︒

◎�

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
私
た
ち
の
財

産
で
あ
る
公
共
施
設
を
継
承
し
て
い
く

た
め
の
施
策
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】 

総
務
課

　

☎
52
︱
１
１
１
２　

℻
52
︱
４
９
４
４

利
用
者
の
推
移

全
国
的
に
地
方
の
人
口
減
少
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
中
︑
本
町
の
人
口
は
こ
れ
ま

で
微
増
し
て
き
ま
し
た
︒し
か
し
︑今
後
は

減
少
傾
向
と
な
り
︑
２
０
１
０
年
に
２
万

４
８
０
０
人
だ
っ
た
人
口
は
︑
２
０
４
０

年
に
２
万
３
３
７
９
人
へ
減
少
す
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
︒人
口
比
率
は
65
歳
以

上
の
老
年
人
口
が
２
０
１
０
年
に
は
23
％

で
し
た
が
︑
２
０
４
０
年
に
は
33
％
に
増

加
す
る
見
込
み
で
す
︒今
後
は
公
共
施
設

の
利
用
の
減
少
や
︑
学
校
施
設
な
ど
に
余

剰
ス
ペ
ー
ス
が
生
じ
る
な
ど
︑
人
口
減
少

や
高
齢
化
に
伴
う
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

更
新
費
用
の
増
大

本
町
で
は
︑
現
在
と
同
等
の
施
設
規
模

を
維
持(

大
規
模
改
修
や
建
て
替
え)

す
る

た
め
の
更
新
費
用
が
︑
今
後
40
年
間
で
約

４
８
８
億
円(

年
間
平
均
約
12
・
２
億
円)

と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
︒

将
来
世
代
の
負
担
を
こ
れ
以
上
増
や
さ

ず
︑
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し

て
い
く
た
め
に
︑
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
︑
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
︒

公
共
施
設
の
最
適
化

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
︑

本
町
で
は
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
安

定
し
た
財
政
運
営
の
両
立
を
図
る
た
め
︑

公
共
施
設
の
将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
基

本
方
針
を
定
め
︑
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

施
設
管
理
の
推
進
に
向
け
た
﹁
三
股
町
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
﹂
を
策
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

●
計
画
の
主
な
内
容

◦
施
設
量
の
最
適
化

将
来
の
利
用
者
規
模
を
想
定
し
︑
本

町
に
適
し
た
施
設
の
保
有
量
と
す
る
た

め
︑具
体
的
な
数
値
目
標
を
定
め
︑施
設

の
統
合
・
廃
止
な
ど
の
方
向
性
を
定
め

ま
す
︒

◦
施
設
の
長
寿
命
化

事
後
保
全
か
ら
予
防
保
全
に
転
換
し
︑

公
共
施
設
の
建
て
替
え
サ
イ
ク
ル
を
50

年
か
ら
70
年
と
す
る
こ
と
で
︑更
新
費
を

抑
え
︑予
算
の
平
準
化
を
目
指
し
ま
す
︒

◦
利
便
性
の
向
上
・
適
正
配
置

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
︑
公
共
施

設
を
多
機
能
化
さ
せ
る
一
方
で
︑
集
約

化
・
複
合
化
を
図
り
︑利
便
性
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
︒

利用者の推移 施設(建物)の量更新費用 施設(建物)の建築経過年数

2015年

25億

20億

15億

10億

5億

0億
2020年 2040年2025年 2045年2030年 2050年2035年 2055年

修繕ピーク時期 建て替えピーク時期
31％

34％

3％4％4％5％5％5％
7％

2％
0.3％

４万㎡

3万㎡

2万㎡

1万㎡

0万㎡
町営
住宅

学校
教育

文化
施設

上水
下水

社会
教育

体育
施設

子育て
支援

その他保健・
福祉

行政 公園

４.5万㎡

2010年

30,000人 70％

15,000人
40％

5,000人

20％

10％

25,000人 60％

20,000人
50％

10,000人

30％

0人 0％
2020年2015年 2025年 2040年2030年 2035年

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

●
●

● ● ● ● ●

◆ ◆
◆ ◆ ◆ ◆ ◆

年少人口
年少人口率▲

生産年齢人口
生産年齢人口率 ●

老年人口
老年人口率◆

～築９年

11％

15％
17％

30％

4％
2％

21％

築50年～

４万㎡

3万㎡

2万㎡

1万㎡

0万㎡
築10年
～19年

築20年
～29年

築30年
～39年

築40年
～49年

建築年
不　明
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外国語指導助手のコーナー

新
年
度

「
楽
し
い
時
間
は
早
く
過
ぎ
る
」
こ
れ
は

有
名
な
英
語
の
こ
と
わ
ざ
で
す
。日
本
に

来
て
約
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。こ
こ
数
カ
月
の
間
、
多
く
の
行

事
が
あ
り
ま
し
た
。初
め
て
の
お
花
見
は

と
て
も
印
象
深
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
、
開
花
す
る
ま
で
長
い
期
間
待
つ
の

に
、
花
の
命
は
あ
ま
り
に
短
い
の
で
、
満

開
の
花
に
感
謝
し
な
が
ら
鑑
賞
し
ま
し

た
。他
に
も
た
く
さ
ん
の
公 

園
を
訪
れ
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
上
米
公
園

と
も
ち
お
公
園
が
好
き
で
す
。卒
業
式
は

花
見
の
前
に
あ
り
、
六
年
生
の
卒
業
式
は

私の家族が一人増えました。赴任し
てからお世話になっているエマ家族
に５人目の赤ちゃんが誕生したので
す。毎日会話をしているのに妊娠して
いることを気付けず反省しています。

ここウガンダでは、人口が爆発的に増えている反面、５
歳未満の子どもが年間10万人も下痢症で亡くなってい
ます。主な原因は不衛生な飲料水と生活環境にあります。
任地の診療所でも下痢症と診断される患者の大多数が
幼児です。その幼児をお母さんと一緒にお世話する兄弟
に「学校で手洗いの仕方や衛生習慣を教え、その知識を
家庭で実践してもらうこと」が私の計画しているウガン
ダでの『家族を守る衛生
教育』です。これを、６
月初旬から始まる２学
期から実行していきま
す。未来を担う子どもた
ちのために。
W
ウェラバ

eraba（ではまた）！

と
て
も
素
晴

ら
し
か
っ
た

で
す
。「
さ
よ
な
ら
」を
言
う
こ
と
は
成
長

の
う
ち
の
一
つ
で
す
。生
徒
た
ち
は
と
て

も
立
派
で
し
た
。で
も
さ
よ
な
ら
を
言
う

の
は
と
て
も
寂
し
く
、
転
勤
さ
れ
た
先
生

方
を
含
め
て
離
れ
て
い
っ
た
皆
さ
ん
を

恋
し
く
思
い
ま
す
。私
は
三
股
を
卒
業
し

た
生
徒
に
会
っ
た
と
き
、
新
し
い
学
校
で

楽
し
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
く
と
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。新
年
度
は
と
て
も
心
が
躍

り
ま
す
。そ
こ
に
は
、
全
て
の
生
徒
た
ち

か
ら
も
ら
え
る
た
く
さ
ん
の
元
気
と
、
一

緒
に
過
ご
す
楽
し
み
が
あ
る
か
ら
で
す
。

〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★楽しく・賢く・きちんと食べる★

三股町職員 
佐々木 義和

● 問い合わせ：健康管理センター ☎52−8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

初夏に収穫される根ショウガのことです。皮が白っぽくて
薄く、茎の付け根が赤い色をしています。水分が多く、辛味
が少ないので、ショウガが苦手な人も食べやすいでしょう。

※材料は全て1人分です。

６月の旬食材…新ショウガ

材　料　�卵…1/2個、だし汁…80㍉㍑、塩…小さじ1/10、薄口しょうゆ…
小さじ1/6、みりん…小さじ1/4、かまぼこ…5㌘、鶏肉…10㌘、
シイタケ…5㌘、三つ葉…１㌘

作り方　�①かまぼこ、シイタケは薄切り、鶏肉はそぎ切り、三つ葉は3㌢長
さに切る。②だし汁と調味料を合わせておく。ボウルに卵を割りほ
ぐし、だし汁と合わせてこす。③器に三つ葉以外の具を入れ、卵液
を注ぐ。④蒸気の上がった蒸し器に入れ、最初は強火、すぐ弱火に
して10 ～ 15分蒸し、仕上げに三つ葉を飾る。

◎副菜　インゲンのゴマ酢和え
 21㌔㌍　塩分0.4㌘
材　料　�インゲン…20㌘、モヤシ…30㌘、すりゴマ(黒)…小さじ１、酢…

小さじ１、塩…小さじ1/12、砂糖…小さじ１
作り方　�①インゲンは半分の長さに切り、さらに縦半分に切る。②インゲン、

モヤシをさっとゆで、水気を絞ったらゴマ酢で和える。

◎果物　バナナヨーグルト
 93㌔㌍　塩分0.2㌘ 

材　料　�バナナ…30㌘、ヨーグルト…100㌘
作り方　�①バナナを輪切りにして、ヨーグルトと混ぜる。

◎主食　新ショウガご飯
 164㌔㌍　塩分0.6㌘
材　料　�米…1/3合、新ショウガ…5㌘、ニンジン…5㌘、酒…小さじ

1/6、みりん…小さじ1/10、塩…小さじ1/10
作り方　�①ニンジンとショウガは千切りにする。②洗った米を通常の水加

減の水をいれ、ショウガとニンジン、調味料を入れて炊く。

◎主菜　高野豆腐と野菜の揚げびたし
 171㌔㌍  塩分1.5㌘
材　料　�高野豆腐…2/3枚、赤ピーマン…1/2個、ピーマン…1/2個、ナ

ス…1/4個、油…適宜、だし汁…100㍉㍑、ショウガ…薄切り1枚、
酒…小さじ2、砂糖…小さじ1、塩…小さじ1/10、しょうゆ…小
さじ1

作り方　�①高野豆腐は水で戻して1枚を6等分する。②ピーマンは乱切り、
ナスは輪切りにする。③だし汁にショウガと調味料を入れておく。
④低温(165度)の油でよく水気を切った具材を揚げ、油をきって
③のたれに入れてさっと温め、火を止めて味をなじませる。

◎副菜　茶碗蒸し
 77㌔㌍　塩分1.0㌘

～佐々木隊員からの手紙～
※「Oli otya」は、ルソガ語で　「元気ですか」の意味です。

O
オリ

li o
オティヤ

tya M ミマタIMATA
青年海外協力隊 in ウガンダ共和国 

【第８回】

　

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

こいのぼりをかざろう
て
、紙
コ
ッ
プ
で
作
っ
た
家
、こ
ぶ
た
や
オ
オ

カ
ミ
な
ど
を
使
っ
た
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
は
懸
命
に
応
援
し
て
く

れ
ま
し
た
。お
は
な
し
の
後
は
こ
ど
も
の
日

に
合
わ
せ
、
み
ん
な
で
か
ぶ
と
作
り
の
工
作

を
し
ま
し
た
。子
ど
も
17
人
、大
人
６
人
の
参

加
者
が
あ
り
、大
盛
況
で
し
た
。

●「
と
し
ょ
か
ん
映
写
会
」を
行
い
ま
す

毎
月
第
３
金
曜
日
の
午
前
10
時
20
分
か
ら
、

図
書
館
の
多
目
的
ル
ー
ム
で「
と
し
ょ
か
ん

映
写
会
」を
開
催
し
ま
す
。テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や

映
画
、ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な
ど
、ち
ょ
っ
と

大
人
向
け
の
映
写
会
で
す
。

■
と
し
ょ
か
ん
お
は
な
し
会

６
月
26
日（
日
）午
後
３
時
～

■
ぶ
ど
う
の
会
の
お
は
な
し
会（
幼
児
向
け
）

　

毎
週
水
曜　

10
時
30
分
～

■
え
ほ
ん
侍
の
お
は
な
し
会

　

６
月
５
日（
日
）　

父
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル

　

午
後
３
時
～（
予
定
）

■�

休
館
日
は
、
17
㌻「
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

●
若
き
４
人
の
音
楽
家
た
ち

５
月
７
日
、ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
・
カ
ル
テ
ッ
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。出
演
は
、
本
町
出
身
の
今い
ま

村む
ら

岳た
け

志し

を
は
じ
め
、東ひ
が
し

川か
わ

暁あ
き

洋ひ
ろ

、廣ひ
ろ

田た

純じ
ゅ
ん

一い
ち

、佐さ

藤と
う

敬け
い

一い
ち

朗ろ
う

の
東
京
藝げ
い

術じ
ゅ
つ

大
学
卒
業
生
４
人
で
平

成
20
年
に
結
成
し
た
男
性
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
カ

ル
テ
ッ
ト
で
す
。今
回
の
公
演
は
４
枚
目
の

ア
ル
バ
ム「N

extage

」
発
売
記
念
ツ
ア
ー

の
三
股
公
演
で
し
た
。

第
一
部
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
中
心
に
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
な
ら
で
は
の
演
奏
を
た
っ
ぷ
り

と
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。第
二
部
は「
西
洋

音
楽
物
語
Ⅱ
」と
題
し
、映
画
バ
ッ
ク
ト
ゥ
ー

ザ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
を
モ
チ
ー
フ
に
、
音
楽
の

歴
史
を
旅
し
ま
し
た
。「
バ
ッ
ハ
ハ
ー
」と
笑

う
バ
ッ
ハ
や
個
性
的
な
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
な
ど

に
出
会
い
、
曲
や
作
曲
家
の
こ
と
を
知
り
な

が
ら
演
奏
を
楽
し
む
内
容
。観
客
は
コ
ミ
カ

ル
な
演
技
に
笑
い
、演
奏
に
魅
了
さ
れ
、会
場

は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

●
お
芝
居
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

11
月
26
・
27
日
、
総
合
文
化
施
設
15
周
年

企
画
・
町
立
文
化
会
館
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス「
お
は

よ
う
わ
が
町
」が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、５
年
前
、開
館
10
周
年
記
念

町
民
参
加
型
演
劇
公
演
と
し
て
行
わ
れ
、
昭

和
36
年
か
ら
現
代
ま
で
の
本
町
の
歴
史
と
町

に
住
む
人
々
を
描
い
た
心
温
ま
る
物
語
で
す
。

こ
の
公
演
を
き
っ
か
け
に
演
劇
を
始
め
た
人

や
、
演
劇
祭「
ま
ち
ド
ラ
！
」
が
生
ま
れ
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。15
周
年
を
期

に
再
演
が
決
定
し
、
町
民
出
演
者
を
募
集
し

ま
す
。小
学
校
４
年
生
以
上
の
町
民
な
ら
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

７
月
10
日
か
ら
毎
週
１
回
、
ゆ
っ
く
り
時

間
を
か
け
て
練
習
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
演

劇
未
経
験
者
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

子
ど
も
も
大
人
も
広
い
世
代
が
出
会
い
、
一

つ
の
作
品
を
作
る
。そ
ん
な
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
」

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
の「
こ
ど

も
の
読
書
週
間
」に
合
わ
せ
て
、さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
貸
し
出
し
体
験
コ
ー
ナ
ー
】

小
学
生
以
下
を
対
象
に
貸
し
出
し
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た

ち
が
本
の
貸
し
出
し
を
体
験
し
ま
し
た
。

【
こ
い
の
ぼ
り
を
か
ざ
ろ
う
！
】

貸
し
出
し
体
験
の
後
は
、
小
さ
な
こ
い
の

ぼ
り
の
形
の
色
紙
に
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
絵
を

描
い
た
り
色
を
塗
っ
た
り
し
ま
し
た
。そ
の

小
さ
な
こ
い
の
ぼ
り
を
、
図
書
館
入
口
横
に

展
示
し
た
巨
大
な
こ
い
の
ぼ
り
の
好
き
な
場

所
に
貼
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
お
は
な
し
会
】

４
月
24
日
に「
お
は
な
し
会
」を
開
催
し
、

「
わ
か
る
か
な
」「
は
な
す
も
ん
か
ー
」「
は
い

は
い
の
ん
の
ん
ど
っ
ち
ゃ
ん
こ
」「
さ
ん
び
き

の
こ
ぶ
た
」「
か
っ
ぱ
の
こ
い
の
ぼ
り
」を
図

書
館
司
書
が
読
み
聞
か
せ
し
ま
し
た
。「
さ
ん

び
き
の
こ
ぶ
た
」は
、カ
ッ
プ
シ
ア
タ
ー
と
し

「西洋音楽物語Ⅱ」本番の様子

貸し出したいけんの様子

５年前の「おはよう、わが町」本番の様子

エマーソン・フィリップ 家族と一緒にローレンス君を囲んで

広報みまた 2016.69 8PublicRelations



ちの話題ま
MIMATA TOWN'S TOPICS

「
自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
み
ん
な
の

模
範
と
な
れ
る
よ
う
に
注
意
し
て
交
通
安
全
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
」

参
加
者

前ま
え

淵ぶ
ち

史ひ

名な

さ
ん

（
梶
山
小
６
年
）

「
久
し
ぶ
り
に
来
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
や

子
ど
も
が
小
さ
い
こ
ろ
習
っ
て
い
た
剣
道
が
懐

か
し
く
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
」都城市から来場

「
地
域
の
つ
な
が
り
を
広
げ
、
郷
土
の
伝
統
を

継
承
し
て
い
く
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

「
伝
統
を
大
切
に
し
つ
つ
新
し
い
表
現
も
取
り

入
れ
、
見
る
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
工

夫
し
ま
し
た
」

「
未
来
に
き
れ
い
な
河
川
を
残
し
て
い
け
る
よ
う
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
環
境
を
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

「
戦
争
を
知
る
人
が
減
っ
て
い
く
中
で
、
風
化

さ
せ
な
い
よ
う
事
実
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」

「
盆
地
の
知
恵
袋
」

 

メ
ン
バ
ー

南
九
州
大
学 

環
境

園
芸
学
部 

４
年
生

町
河
川
浄
化
等

推
進
員

遺
族
参
加
者

山や
ま

極ぎ
わ

春は
る

美み

さ
ん

（
蓼
池
）

吉よ
し

田だ

裕ゆ
う

二じ

さ
ん

（
都
城
市
）

黒く
ろ

肥ひ

地じ

貢み
つ
ぐ

さ
ん

（
仲
町
）

堀
内
ト
ミ
子
さ
ん

（
中
米
）

４
月
25
日
︑
殿と

の

岡お
か

生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
で
︑﹁
盆
地
の
知
恵
袋
﹂
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
︒盆
地
の
知
恵

袋︵
森
秋あ

き

生み

会
長
︑
55
人
︶
は
︑三

股・都
城・曽
於
の
盆
地
の
主
婦
で

結
成
︒地
域
の
知
恵
や
技
術
を
掘

り
起
こ
し
︑
現
代
の
工
夫
を
加
え

て
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
︒こ
の
日
は
︑押

し
寿
司
︑煮
し
め
︑柿
の
葉
団
子
︑

手
作
り
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
使
っ
た

サ
ラ
ダ
な
ど
を
調
理
し
て
全
員
で

試
食
し
ま
し
た
︒ま
た
︑同
日
に
総

会
も
開
催
︒郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ

本
の
発
刊
が
決
定
し
︑
全
員
で
士

気
を
高
め
ま
し
た
︒

４
月
25
日
～
５
月
９
日
︑
南
九

州
大
学
庭
園
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室

︵
永な

が

松ま
つ

義よ
し

博ひ
ろ

教
授
︶の
学
生
５
人
が

制
作
し
た﹁
男
山
﹂を
役
場
ロ
ビ
ー

に
展
示
し
ま
し
た
︒

作
品
で
は
折
り
紙
な
ど
を
使
い
︑

江
戸
時
代
に
諸
県
地
方
を
治
め
た

島
津
の
武
士
の
合
戦
を
表
現
︒
ま

た
︑周
囲
に
は
町
の
花﹁
サ
ツ
キ
﹂︑

霧
島
連
山
や
鯉
が
空
を
舞
っ
て
鯉

の
ぼ
り
に
変
わ
る
絵
な
ど
が
描
か

れ
て
い
ま
し
た
︒
こ
ど
も
の
日
に

合
わ
せ
て
展
示
し
た
男
山
に
は
︑

地
域
の
男
の
子
が
健
や
か
に
成
長

し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
︒

大
淀
川
の
支
流
で
あ
る
︑
沖
水

川
流
域
な
ど
の
環
境
保
全
の
た
め
︑

４
月
22
日
︑町
は﹁
三
股
町
河
川
浄

化
等
推
進
員
﹂
の
委
嘱
状
交
付
式

を
行
い
ま
し
た
︒

本
推
進
員
は
︑
河
川
パ
ト
ロ
ー

ル
︑
水
質
の
悪
化
や
汚
染
に
つ
な

が
る
不
法
投
棄
な
ど
の
調
査
や
報

告
︑
さ
ら
に
河
川
浄
化
の
啓
発
活

動
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
︒

な
お
任
命
さ
れ
た
８
人
の
推
進

員︵
任
期
２
年
︶は
次
の
と
お
り
で

す︵
敬
称
略
︶︒

黒く
ろ

肥ひ

地じ

貢み
つ
ぐ

︑
中
石
重し

げ

徳の
り

︑
大
峰

愿す
な
お

︑永
山
親ち

か

盛も
り

︑兒こ

玉だ
ま

八は
ち

一い
ち

︑柳
橋

藤ふ
じ

雄お

︑山
元
勝か

つ

雄お

︑大
坪
和か

ず

正ま
さ

４
月
19
日
︑
町
社
会
福
祉
協
議

会︵
木
佐
貫
辰
生
会
長
︶主
催
に
よ

る﹁
平
成
28
年
度
戦
没
者
慰
霊
祭
﹂

が
︑
早
馬
神
社
横
の
忠
霊
塔
で
し

め
や
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
︒日
清

戦
争
以
後
の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た

森
虎
男
海
軍
大
佐
ほ
か
７
６
１
柱

の
霊
を
慰
め
よ
う
と
︑
遺
族
や
関

係
者
約
１
０
０
人
が
出
席
︒式
で

は
︑
町
遺
族
協
助
白
菊
会
の
越
牟

田
正
明
会
長
が
︑﹁
皆
さ
ま
の
ご
冥

福
を
祈
り
ま
す
﹂
と
慰
霊
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
︒そ
の
後
︑出
席
者

一
人
一
人
が
祭
壇
に
白
い
菊
の
花

を
献
花
︒出
席
者
全
員
で
恒
久
平

和
を
祈
り
ま
し
た
︒

地
域
の
知
恵
を
結
集

盆
地
の
知
恵
袋

南
九
州
大
生
が
制
作

「
男お

と
こ

山や
ま

」の
展
示

ふ
る
さ
と
の
美
し
さ
守
る

河
川
浄
化
等
推
進
員

恒
久
平
和
を
願
っ
て

戦
没
者
慰
霊
祭

４
月
27
日
︑梶
山
小
学
校︵
黒く

ろ

木ぎ

美み

穂ほ

校
長
︑63
人
︶
で
︑自
転
車
交

通
安
全
モ
デ
ル
校
指
定
証
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

宮
崎
市
や
日
南
市
な
ど
に
移
動

す
る
際
の
主
要
道
路
が
通
り
︑
交

通
量
の
多
い
梶
山
地
区
︒三
股・都

城
管
内
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め

る
目
的
で
︑
他
の
地
域
の
模
範
と

な
る
学
校
と
し
て
指
定
を
受
け
ま

し
た
︒式
で
は
︑黒
木
校
長
に
指
定

証
が
交
付
さ
れ
た
あ
と
︑６
年
生

７
人
が﹁
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

す
﹂
な
ど
７
項
目
を
力
強
く
宣
言

し
︑
全
員
で
交
通
安
全
の
意
識
を

高
め
ま
し
た
︒

梶
山
小
が
交
通
安
全
モ
デ
ル
校
に

指
定
証
交
付
式

池
いけ

江
え

満
みつ

広
ひろ

さん（右）

　　 ミチ子さん（左）

都
城
・
北
諸
地
方
の
二
大
祭
の

一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る﹁
早
馬
ま

つ
り
﹂
は
︑４
月
29
日
︑早
馬
神
社

境け
い

内だ
い

で
開
か
れ
︑
約
８
０
０
０
人

の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
︒

神
事
の
後
︑﹁
山
王
原
子
ど
も

み
こ
し
﹂
を
皮
切
り
に﹁
谷
の
太

郎
踊
り
﹂︑﹁
中
米
の
ジ
ャ
ン
カ
ン

馬
踊
り
﹂
と
い
っ
た
郷
土
芸
能
な

ど
が
次
々
に
奉
納
さ
れ
︑
見
物
客

か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
︒そ
の
後
︑
ど
ん
ぐ
り
会
︑早
馬

龍
雲
太
鼓
︑
文
化
協
会
︑
三
股
中

学
校
吹
奏
楽
部
が
ス
テ
ー
ジ
を
披

露
︒町
商
工
会
青
年
部
企
画
の﹁
ミ

マ
タ
レ
ン
ジ
ャ
ー
﹂
シ
ョ
ー
で
は
︑

子
ど
も
た
ち
が
声
援
を
送
り
ま
し

た
︒ま
た
︑こ
の
日
は
奉
納
行
事
と

し
て
剣
道
大
会
が
境
内
で
行
わ
れ

た
ほ
か
︑柔
道
︑弓
道
︑四
半
的
の

各
大
会
が
町
内
各
会
場
で
行
わ
れ
︑

多
彩
な
催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
︒

会
場
内
で
は
︑
熊
本
地
震
災
害

義
援
金
の
募
金
箱
も
設
置
さ
れ
︑

集
ま
っ
た
１
万
５
２
７
３
円
は
町

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
被
災

地
に
送
ら
れ
ま
す
︒

サツキの苗配布

三股中吹奏楽部の演奏早馬龍雲太鼓

剣道大会

中米のジャンカン馬踊り

どんぐり会の舞踊披露山王原子どもみこし

弓道大会

谷の太郎踊り

早
馬
ま
つ
り
に

８
０
０
０
人

都
城
盆
地
の
二
大
祭
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お知らせ Mimata Information

■�対象者＝平成29年度小学校入学予
定児童

　※�平成22年４月２日～平成23年４
月１日生まれの児童

■相談員＝教育・福祉の専門の先生
■申込締切日＝６月30日（木）
　※�申込用紙は、教育課のほか、各幼稚

園・保育園にもあります。
■申し込み・問い合わせ＝
　教育課　学校教育係
　☎52－9314

～平成28年度の学生納付特例申請の
受け付けが始まりました～

学生納付特例制度は、収入のない学
生が申請をして承認されると、「在学
期間中の国民年金保険料を後払いでき
る」仕組みです。

この特例を希望する人は、国保年金
係（町役場1階３番窓口）に届け出てく
ださい。
■必要なもの＝
◦�学生であることを確認できるもの
（在学証明書や学生証の写しなど）

◦年金手帳・印かん（認め印可）
※この届け出は毎年度必要です。
※�承認期間は、年金を受け取るために

必要な「受給資格期間」として扱われ
ますが、年金額には反映しません。た
だし、10年以内にその期間の保険料
を納めれば、年金額に反映します。
■対象になる学生や生徒＝
◦�学校教育法に規定する次の学校に在
学している人〔大学、短期大学、高等
専門学校、専修学校、高等学校（盲学
校・ろう学校などの高等部を含む）〕

◦�学校教育法に規定する各種学校その
他の教育施設であって上記の専修学
校に準ずるもので、厚生労働省令（施
行規則）に定める教育施設(例：理容・
美容師養成施設、栄養士・調理師養成
施設など）
■申請期間＝申請時点の２年１カ月

前の月分まで申請できます。ただし、
申請の遅れや未納の期間があると、
不慮の事故や病気のときに障害基礎

年金などを受け取ることができない
場合があります。申請は早めにお願
いします。
■問い合わせ＝
　町民保健課　国保年金係
　☎52－9631

町では「花と緑と水の町」をキャッチ
フレーズとし、「環境にやさしいまちづ
くり」を目指して、さまざまな取り組
みを行っています。その一つとして毎
年７月に「クリーンアップみまた」を開
催し、町民の皆さんと一緒に河川や道
路・公園などを清掃しています。今年も
次の日程で開催します。きれいで住み
やすい環境をつくり、次の世代に引き
継いで行くため、皆さんの参加をお願
いします。
■開催日時＝７月３日（日）午前７時

～９時
※�雨天決行。台風など荒天の場合は中

止します。
■集合場所＝三股橋下河川敷公園右岸
■申込期限＝
　《団体》６月28日（火）
　《個人》７月１日（金）
※�ごみ袋は町で準備しますが、軍手や火

ばさみなどは各自でご準備ください。
■申し込み・問い合わせ＝
　環境水道課　環境保全係
　☎52－9082

放送大学では、平成28年度第２学期
（10月入学）の学生を募集しています。
放送大学はテレビやインターネットな
どの放送を通して学ぶ通信制の大学で
す。働きながらでも、心理学・福祉・経
済・歴史・文学・自然科学など、幅広い
分野を学べます。

15歳以上なら、１科目から学習する
「選科履修生」「科目履修生」として入
学できます。18歳以上の大学入学資格

を持つ人であれば、入学試験はなく「全
科履修生」として入学でき、４年以上在
学して卒業すると「学士（教養）」の学
位を取得できます。一つの分野を体系
的に学びたい人には「放送大学エキス
パート」を実施しています。詳しい資料
を送付しますので、気軽にお問い合わ
せください。
■出願期間＝

第１回目：８月31日（水）まで
第２回目：９月20日（火）まで
■問い合わせ＝
　放送大学宮崎学習センター
　☎0982－53－1893

宮崎産業保健総合センターでは、労
働者数50人未満の小規模事業所の事業
者や労働者を対象に、登録産業医また
は登録保健師が健康相談・保健指導・個
別訪問指導などの産業保健サービスを
無料で行っています。相談は事前予約
が必要です。気軽にお問い合わせくだ
さい。
■問い合わせ＝
　宮崎産業保健総合センター【地域窓
口：都城・西諸地域産業保健センター】

　☎070－2153－0823

■寄付者一覧
平成28年4月1日から4月30日まで
社会福祉法人　三股町社会福祉協議会
●忌明寄付＝

今年の５月分以前から本町で児童手
当を受けていた人は、６月から引き続
き児童手当を受ける要件があるかどう
かを確認するため「児童手当現況届」を
提出する必要があります。この現況届
を提出しない場合、受給資格があって
も６月以降の児童手当を受けられなく
なりますので、期日までに必ず手続き
をしてください。混雑が予想されます
ので余裕をもってお越しください。
■対象者＝中学生以下の児童を養育

している人
※�対象者は６月上旬に現況届などの書

類を郵送します。
※�６月１日(水)以降、本町を転出する人

も届け出が必要です。
※�公務員の人は、勤務先で手続きを

行ってください。
■受付期間＝６月13日（月）～17日（金）
■受付時間＝午前９時～正午・午後１

時15分～５時
ただし、16日（木）は午後７時まで受

け付けます。

■受付場所＝町役場４階 第２会議室
■準備するもの＝
◎全員が必要なもの

①児童手当・特例給付現況届
②�印かん（認め印可、シャチハタは不

可）
③受給者の健康保険証のコピー

　※�「受給者」とは、所得が高い方の父
または母となります。子どもの保
険証では手続きできません。保険
証で確認できないときは「年金加
入証明書」が必要です。

◎世帯の状況で必要となる書類
（ア）�平成28年１月１日現在、町内に住

民登録がない人＝平成28年度（平
成27年分）所得課税証明書

　　 ※�平成28年１月１日に住民票が
あった市町村から取り寄せてく
ださい。配偶者を扶養にしてい
ない場合は、配偶者の所得課税
証明書も必要です。

（イ）�６月１日現在に児童と別居してい
て、児童の住民登録が町外にある
人＝児童の世帯全員が載ってい
る住民票（本籍・続柄・マイナン
バーが載っているもの）　

　　 ※�「別居監護申立書」が必要です
ので受け付けのときに申し出て
ください。

（ウ）�受給者の口座変更を希望する人＝
受給者名義の預金通帳

※�世帯の所得状況で受給者が変更にな
る場合があります。その場合は新受
給者の保険証と預金通帳のコピーが
必要です。
■問い合わせ＝
　福祉課　児童福祉係
　☎52－9060

町教育委員会では、一人一人の子ど
もが、よりスムーズに小学校へ入学で
きるよう準備を進めています。就学に
当たって、子どもの健康面、発達面、生
活面などに不安や悩みを感じている保
護者を対象に相談会を開催します。気
軽にご相談ください。
※相談内容の秘密は守ります。
※相談費用はかかりません。
■日程＝８月を予定しています。　

児童手当現況届の受
け付けを行います

産業保健サービス相
談を行っています

愛のご寄付

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

放送大学10月生を
募集します

21回クリーンアップ
みまた」を行います

｢第

みまたモノづくりフェア2016 ～つくりびとのカタチ～

町就学相談会を開催
します

学 生の国民年金保険料

陶器、布、木工、ガラス、金属、革の工芸品が、町内はもとより

九州各地から三股町に大集合し、展示販売会を開催します。

工芸品に興味のある人、プレゼントを探している人など、ぜひ

ご来場ください。父の日のプレゼントに世界で一つしかない手

作り品をプレゼントしませんか。

■開催期間＝６月17日（金）～19日（日）
■開催時間＝６月17日（金）・18日（土）午前10時～午後６時
６月19日（日）午前10時～午後４時

■開催場所＝町武道体育館
※�駐車場が少ないためコミュニティーバスくいまーるをご利用

山元 厚
こう

生
せい

母 福重エミ 93 前目 3万円
山内 利

とし

幸
ゆき

妻 祝
いわ

子
こ

90 長田 5万円
髙
たか

畑
はた

和
かず

子
こ

夫 利
とし

義
よし

86 中米 5万円
海
かい

田
だ

喜
き

代
よ

子
こ

母 重
しげ

山
やま

ワカエ 91 稗田 3万円
永井 祐

ゆう

二
じ

母 春
はる

美
み

90 東原 3万円
大
おお

浦
うら

しのぶ 夫 徤
けん

二
じ

41 仲町 3万円
永山みさ子 母 西村ノブ 93 上新 3万円
黒
くろ

木
き

玲
れい

子
こ

夫 孝
たか

光
みつ

76 梶山 5万円
蔵
くら

元
もと

ミサ 夫 繁
しげる

89 中米 3万円
上
かみ

石
いし

チサ子 夫 忠
ただ

光
みつ

88 谷 3万円

ください。
■問い合わせ＝みまたモノづくりフェア実行委員会事務局
　（産業振興課 商工観光係内）
　☎52－9085

『線路沿いのお店で“世界にひとつだけ”を見つけよう！』を
テーマに、町内外の作家による作品が多数集まります。革小物・
布小物・陶器・アクセサリーなど、作り手の気持ちがこもった作
品を手に取り、お気に入りの“世界にひとつだけ”を見つけてく
ださい。雑貨の他に飲食のお店なども出店予定です。よかもんや
店内も、地採れの新鮮な野菜を中心に県内の特産品など多数取
り揃えています。皆さんのお越しを心からお待ちしています。
■日時＝６月19日（日）午前10時～午後４時
■場所＝町物産館よかもんや（コミュニティ室）
■問い合わせ＝町物産館よかもんや　☎51－3131

ハンドメイド雑貨イベント
「しゅしゅぽぽマーケット」も開催

モノづくりフェア2015の様子
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●赤ちゃん健診・相談
■期日＝７月７日（木）
■受付＝午後１時～１時30分
■対象者＝
・健診＝平成27年６月・12月、平成28年４月生まれの乳児
・相談＝平成27年８月・10月、平成28年２月生まれの乳児

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52－8101

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
子育てサークル「いもん子クラブ」と触れ合いましょう。
■期日＝６月16日（木）　
■時間＝午前10時～ 11時

●親子教室（親子ビクス）
親子で体を動かしながら、心地よい汗をかきましょう。

参加希望者は、事前に申し込みをしてください。
■期日＝６月22日（水）　
■時間＝午後１時30分～
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室
■�講師＝田鍋いずみさん（ＯＫＪエアロビックファミ

リー認定インストラクター、看護師）
■主催＝宮日母子福祉事業団
■申し込み先＝子育て支援センター

●親子ふれあいコンサート
笑顔を運ぶ音楽団「小さな音楽会」の、生の歌と演奏で

楽しい時間を過ごしましょう。
■期日＝６月28日（火）　
■時間＝午前10時～ 11時
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●おはなし会
読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による

読み聞かせを行います。
■期日＝７月７日（木）
■時間＝午前10時～ 11時

●誕生会（6・7月生まれのお友達）
■期日＝７月12日（火）
■時間＝午前10時～ 11時
■内容＝支援センターでお友達のお祝いをします。

ファミリー・サポート・センターたんぽぽからの
お知らせ 
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51－5688 

当センターは、ご近所で助け合う子育てを組織化したも
のです。 

”依頼者は信頼・安心して預け、
提供者は大切にかわいがって預かってくれる” 

そんな、お互いにとって優しさや喜びが響き合うことを
大切にしながら活動を行っています。 

※�4月から子ども1人目のみ1時間あたり200円の利用助成が
始まりました

●まかせて（提供）会員の講習会を実施します
町内に住む人で「子どもが好き」「子育てを支援したい」

という思いがある人を対象に「まかせて（提供）会員」の講
習会を行います。講習会で基本的な 知識を身につけてから
援助開始となります。実際の活動は講習後に決めてもらっ
ても構いません。 参加希望や質問など、気軽にお問い合
わせください。 

■開催日＝７月13日（水） 
■時間＝午前８時40分～午後４時30分 

　※受付は午前８時30分～ 
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」 
■�内容＝保健師、小児科医、臨床心理士、管理栄養士、

保育士による保育の講習
　※半日の受講や、託児を希望する人はご相談ください。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●平成28年度のがん検診が始まります
次の①～③に該当する人は検診費用が無料になります。
①�75歳以上の人（検診当日に保険証を提示してください）
②�生活保護世帯の人（福祉課で費用免除の証明書交付を

受け、検診当日にお持ちください）
③�無料クーポン券対象の人（クーポン券と保険証を検診

当日にお持ちください）
＜集団検診＞
◦肺がん検診（集団検診）
■�対象者＝40歳以上（生年月日が昭和52年４月１日以前の人）
■検査内容＝胸部Ｘ線撮影
■実施期間＝７月６日（水）～９月30日（金）

　　※10月16日（日）、11月20日（日）も実施します。
■個人負担料金＝無料（費用は町が全額負担します）
◦大腸がん検診（集団検診）
■�対象者＝40歳以上（生年月日が昭和52年４月１日以前の人）
■検査内容＝便潜血検査2日法
■便提出期間＝７月６日（水）～９月30日（金）

　※�８月27日（土）、10月16日（日）、11月20日（日）も回
収します。

■個人負担料金＝500円
■�その他＝対象者には、受診日が早い地区順に発送しま

す。これまでに受診辞退の連絡をした人には受診票を
送りませんので、受診を希望する場合は、健康管理セ
ンターにご連絡ください。

◦胃がん検診（集団検診）
■�対象者＝40歳以上（生年月日が昭和52年４月１日以前の人）
■�検査内容＝胃部Ｘ線撮影
■�日程＝10月４日（火）もしくは５日（水）
■�時間＝予約順に割り振ります。
■場所＝健康管理センター
■個人負担料金＝1,400円

　※�問診票は予約を受けてから郵送します。受診を希望する
人は健康管理センターへ電話でお申し込みください。

＜個別検診＞
■受診期間＝平成29年２月28日（火）まで
■�実施医療機関＝一覧表は町役場１階総合案内と健康

管理センターに置いてあります。
　※医療機関に予約をしてから受診してください。

◦胃がん検診（個別検診）
■�対象者＝40歳以上（生年月日が昭和52年４月１日以前

の人）
■検査内容＝胃部Ｘ線撮影
■個人負担料金＝3,800円
◦子宮がん検診（個別検診）
■�対象者＝20歳以上（生年月日が平成９年４月１日以

前）で元号が奇数年の人
■検査内容＝子宮頚部の細胞診検査

　※子宮体部は頚部検診受診者で必要がある人
■個人負担料金＝2,200円（子宮体がん検診は1,000円追加）
◦乳がん検診（個別検診）
■�対象者＝40歳以上（生年月日が昭和51年12月31日以

前）で元号が奇数年の人
■検査内容＝マンモグラフィ検査のみ
■個人負担料金＝1,000円 

●6月4日～ 6月10日は「歯と口の健康週間」です
　～健康も　楽しい食事も　いい歯から～

口の健康は、全身の健康に影響します。口の中で増えた
細菌が血液から全身に回り、脳卒中、心臓病、糖尿病、誤え
ん性肺炎、早産などの危険性を高めることがあります。

口の中にこんな異常はありませんか？
① 歯がしみる
② 歯に穴が開いている
③ 歯がぐらついている
④ 口臭がする、口が渇く
⑤ 固い食べ物が噛みにくくなった
⑥ 出血する部分がある
⑦ 入れ歯が合わない、痛い

⑧ 舌に白いコケのようなものがついている
⑨ 食事中などにむせる、飲み込みにくいことがある
一つでも当てはまれば、口の健康が損なわれている可能

性があります。定期的に歯科健診を受けて異常の早期発見・
治療に努めましょう。

地域包括支援センターからのお知らせ
●地域包括支援センター　☎52－8634

●緊急通報システム貸与サービスをご利用ください
在宅生活での緊急事態に対する不安解消のため、緊急通

報システムを貸し出します。
■対象者＝①65歳以上の１人暮らしで、慢性疾患などで
日常生活に注意が必要な状態の人②高齢者のみの世帯
で、どちらか一方が寝たきりか認知症の状態にあり、他
方が慢性疾患などで日常生活に注意が必要な状態にある
人など。
■利用者負担＝無料

※介護認定を受けている人も利用できます。
※利用希望者は地域包括支援センターにご相談ください。
●足もと元気教室

■日程＝６月15日～７月14日までの分

■準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物。
※６月１日～ 14日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

地区名 時　間 場　所 期　日

第1地区 午前9時30分～ 11時 第 1 地 区 分 館 6月17日（金）
7月 1日（金）

第2地区 午後1時30分～ 3時 第2地区交流プラザ 7月 7日（木）

第3地区 午後1時30分～ 3時 第 3 地 区 分 館 7月14日（木）

第4地区 午前9時30分～ 11時 第 4 地 区 分 館 6月15日（水）

第5地区 午後1時30分～ 3時 轟 木 集 落 館 6月16日（木）

蓼　池 午前9時30分～ 11時 蓼 池 児 童 館 6月16日（木）
7月 7日（木）

餅　原 午後1時30分～ 3時 餅 原 研 修 館 6月20日（月）

三　原 午後1時30分～ 3時 三原地区　　　　　
コミュニティセンター 6月15日（水）

花見原 午前9時30分～ 11時 花見原　　　　　
コミュニティセンター 7月 6日（水）

中　原 午前9時30分～ 11時 中原地区　　　　　
コミュニティセンター

6月22日（水）
7月13日（水）

今　市 午前9時30分～ 11時 今 市 児 童 館 7月 4日（月）

下　新 午前9時30分～ 11時 第 7 地 区 分 館 7月 8日（金）

第8地区 午前9時30分～ 11時 第 8 地 区 分 館 6月24日（金）

第9地区 午後1時30分～ 3時 第 9 地 区 分 館 6月22日（水）
7月13日（水）

・子育てを手助けしてほしい人→おねがい（依頼）会員 
・子育ての援助をしたい人→まかせて（提供）会員
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※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
６月１日（水）～７月17日（日）

みまたくらしのカレンダー

◎ 今月の表紙

『継承』 ６月30日（木）は納期限です
納期限内に納付しましょう
●町民税（第1期）

口座振替日は６月27日（月）です。また、再振替日は７月11
日（月）に行います。振替日の前日までに預貯金口座の残高確
認をお願いします。口座の解約などで振替ができなかった場
合は、「口座振替不能用の納付書を送付します。納付書に記載
されている納付場所で早めに納めてください。
■問い合わせ＝納税管理係 ☎52-9635

土地・建物の名義人が死亡したときは
「相続人代表者指定届」が必要です

土地・建物の名義人が既に死亡し、「相続の手続きを行って
いない」などの場合は、相続人代表者の届け出が必要です。届
け出をしていない場合は、納付書などを送付できないことも
ありますので、必ず届け出をしてください。

町外に住む納税義務者は
「納税管理人」の設定を行ってください

固定資産税の納税義務者が町外に住んでいるなど、納税に
支障がある場合は「納税管理人」を定める必要があります。納
税管理人とは、納税通知書などの受領や税額の納付など、納税
に関わる事務を管理する人のことです。納税管理人を定めるこ
とで、納税義務者を変更することなく納税通知書などを納税管
理人に送付することができます。該当する人は町内に住所や事
業所をもつ人を選任して、資産税係に申告してください。

建物を壊したときは連絡をください
建物を取り壊した人、または年内に壊す予定の人は、税務

財政課資産税係まで連絡をください。専用住宅を壊すと、土
地の住宅用地の特例が無くなるため、税額が以前より増える
場合もありますので、壊す前に確認をしてください。
■問い合わせ＝資産税係 ☎52-9636

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第10位／平成28年３月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位
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※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕
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26 日

◎山下医院（内・呼） ☎52-1348（三股町）

◎ひかりクリニック都城（内・循・消） ☎26-1820（上長飯町）

◎都北鮫島クリニック（胃・内・外） ☎38-6060（都北町）

◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎38-7300（吉尾町）

◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

27 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
28 火 ◦可燃物
29 水

30 木

1 金 ◦可燃物
2 土

3 日

◎児玉小児科（小） ☎25-5570（花繰町）

◎瀬ノ口医院（内・消） ☎25-5155（姫城町）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎一心外科医院（外・胃・肛門・内） ☎52-7788（三股町）

◎ならはら皮膚科医院（皮膚） ☎22-1455（志比田町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

4 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
5 火 ◦可燃物
6 水

7 木

8 金 ◦可燃物
9 土

10 日

◎畠中小児科医院（小） ☎52-6000（三股町）

◎森山内科・脳神経外科（内） ☎21-5000（南鷹尾町）

◎大岐医院（内・胃） ☎57-2025（山之口町）

◎野口脳神経外科（脳外科） ☎47-1800（太郎坊町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎いそいち産婦人科医院（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

11 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
12 火 ◦可燃物
13 水

14 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
15 金 ◦可燃物
16 土

17 日

◎ふくしまクリニック（内・消・小） ☎46-5001（下川東）

◎坂元医院（内・胃） ☎22-0360（牟田町）

◎坂田医院（内・消・胃） ☎51-2003（三股町）

◎もりやま脳神経外科（脳外） ☎21-6888（久保原町）

◎寺本整形外科医院（整） ☎22-1171（北原町）

◎すみ産婦人科医院（産・婦）☎23-1152（東　町）

1 水

2 木

3 金 ◦可燃物
4 土

5 日

◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）

◎村上循環器内科クリニック（循・内） ☎25-2700（宮丸町）

◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）

◎安藤胃腸科外科医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎橘病院（整） ☎23-7236（中　町）

◎やの耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎27-5222（吉尾町）

6 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
7 火 ◦可燃物
8 水

9 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
10 金 ◦可燃物
11 土

12 日

◎城南病院（小・内） ☎23-2844（大王町）

◎藤元上町病院（内） ☎23-4000（上　町）

◎長倉医院（内） ☎52-2109（三股町）

◎仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛門） ☎25-7712（志比田町）

◎どいクリニック（外・胃・内） ☎22-1825（上東町）

◎くぼた眼科（眼） ☎26-3100（南鷹尾町）

13 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
14 火 ◦可燃物
15 水 ◦図書館休館日
16 木 ◦缶・瓶
17 金 ◦可燃物
18 土

19 日

◎原田医院（内・小・外） ☎26-3330（郡元町）

◎鵜木循環器内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）

◎佐々木医院（内） ☎62-1103（高崎町）

◎柳田病院（脳・外） ☎22-4862（東　町）

◎いき形成外科ひふ科クリニック（形・皮） ☎45-0020（年見町）

◎いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻） ☎36-5555（千　町）

20 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
21 火 ◦可燃物
22 水

23 木 ◦不燃物
24 金 ◦可燃物
25 土

26 日 ◎政所医院（小・内） ☎58-2171（高城町）

◎６月の予定

谷の太郎踊り

毎年4月29日に開催される早馬まつ
りでの一こま。早馬神社境内ではさま
ざまな郷土芸能が奉納されます。作り
物の牛を使って五穀豊穣を祈る谷の太
郎踊りには地域の小学生も参加しま
す。江戸時代、文政３年（1826年）ごろ
に始まったといわれる長い伝統を、親
から子へ、子から孫へと地域が一つに
なって受け継ぐ姿は、まちの誇りです。

（
全
２
回
）

◎７月の予定
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■
茶
じ
ょ
け

20
歳
で
町
役
場
に
入
庁
し
た

私
が
初
め
て
経
験
し
た
選
挙
は

町
職
員
と
し
て
の
選
挙
事
務
で

し
た
。
も
ち
ろ
ん
投
票
も
行
い

ま
し
た
が
、
模
擬
選
挙
を
行
っ

た
学
生
と
同
じ
く
、
選
挙
の
仕

組
み
が
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま

受
付
や
投
票
用
紙
の
配
布
を

し
て
い
た
記
憶
が
よ
み
が
え
り

ま
す
。
そ
の
後
も
毎
回
欠
か
さ

ず
投
票
し
て
い
ま
す
が
、
私
が

投
じ
た
１
票
だ
け
を
考
え
る
と

「
社
会
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
実

感
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、
社

会
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る

１
票
だ
と
信
じ
て
投
票
し
て
き

ま
し
た
。
７
月
の
参
議
院
議
員

選
挙
で
は
数
千
万
分
の
１
票
と

 ◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

 ◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。

　（町公式サイトアドレス… http://www.town.mimata.lg.jp/）

◦男／11,724人◦女／13,592人◦計／25,316人（前月比＋8人）
◦世帯数／10,004戸（＋13戸）◦出生／23人◦死亡／26人
◦転入／173人◦転出／162人

三股町の人口 平成28年５月１日現在

発行・編集／三股町  企画政策課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111（代表） FAX0986-52-4944
町公式URL ………  http://www.town.mimata.miyazaki.jp/
町FacebookURL…https://www.facebook.com/mimatatown

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

◎町　章／�町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

No.550
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な
り
ま
す
が
、
投
票
未
経
験
者

の
票
も
集
ま
れ
ば
、
社
会
が
大

き
く
変
わ
る
可
能
性
は
あ
る
の

で
す
。
町
選
挙
管
理
委
員
長
の

言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
選
挙

に
参
加
す
る
こ
と
は
ま
ち
づ
く

り
の
第
一
歩
。
自
治
会
の
活
動

や
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
の
ま
ち
に
と
っ
て
私
た
ち
の

参
加
が
必
要
で
す
。
投
票
未
経

験
者
の
皆
さ
ん
、
入
場
券
を
手

に
投
票
所
へ
足
を
運
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
新
し
い
感
覚
が
味
わ

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
そ

れ
で
は
、
ま
た
が
ん
そ
！〈
り
〉

※�

ま
た
が
ん
そ･･･

諸
県
弁
で

「
ま
た
ね
」
と
い
う
意
味
。

児　

島　

順　

子

腹
の
中
い
ち
も
つ
も
な
し
と
こ
い
の
ぼ
り
清
く
育
て
と
薫く

ん

風ぷ
う

に
泳
ぐ

地な

震ゐ

続
く
土
地
に
住
み
ゐ
る
孫
あ
り
て
菜
を
刻
む
手
も
そ
ぞ
ろ
な
り
け
り

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
薫
風
を
腹
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
ん
で
、
勇
壮
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
。ま

る
で
清
廉
潔
白（
せ
い
れ
ん
け
っ
ぱ
く
）
で
あ
る
と
い
わ
ん
ば
か
り
に

腹
の
中
を
真
空
に
し
て
い
ま
す
。清
く
生
き
よ
と
諭（
さ
と
）
す
か
の

よ
う
に
。

熊
本
は
か
つ
て
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
友
人
も
お
り
、
地
震
の
様
子

が
テ
レ
ビ
で
映
し
出
さ
れ
る
と
そ
の
前
を
離
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。わ
が
家

の
食
事
の
用
意
も
心
も
と
な
く
心
配
で
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。

※「
ゐ
」
は
、
現
代
の
読
み
で「
い
」

208

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
86

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
地
域
で
支
え
合
う
力
に

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

元
気
な
自
分
に
で
き
る
こ
と

90
歳
ま
で
農
業
や
山
仕
事
な
ど
の
力

仕
事
を
続
け
て
き
た
河
野
さ
ん
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加
す
る
な
ど
い

つ
も
元
気
。昨
年
度
は
自
治
会
の
支
部
長

を
務
め
た
。過
疎
が
進
む
大
野
地
区
は
若

者
が
少
な
く
、
河
野
さ
ん
の
支
部
は
全
員

が
65
歳
以
上
と
い
う
高
齢
地
区
。病
気
や

け
が
な
ど
で
思
う
よ
う
に
動
け
な
い
人
も

い
る
中
で
、
元
気
な
う
ち
に
地
域
の
力
に

な
り
た
い
と
自
ら
役
職
を
買
っ
て
出
た
。世

帯
は
８
戸
だ
が
、
家
が
点
在
し
て
い
る
た

め
、
遠
い
家
は
４
０
０
㍍
も
離
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
手
押
し
車
に
回
覧
板
な
ど
を
乗

せ
、
休
憩
を
と
り
な
が
ら
歩
い
て
集
金
や

配
達
に
回
っ
た
。普
段
か
ら
近
隣
住
民
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
た
め
、

各
世
帯
が
在
宅
し
て
い
る
時
間
帯
は
把
握

し
て
い
る
。「
年
齢
を
理
由
に
断
っ
て
い
た

ら
み
ん
な
が
大
変
。元
気
な
人
で
助
け
合

わ
な
い
と
ね
」。笑
顔
を
忘
れ
ず
一
年
の
役

職
を
終
え
た
そ
の
前
向
き
な
姿
に
、
地
域

の
人
た
ち
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

NAOKIさん（左）とYOCCHANさん（右）

お
い
し
い
ご
は
ん
♪

今
回
は
、
３
月
７
日
に
よ
か
も
ん
や
店
内

厨
房
ス
ペ
ー
ス
で
オ
ー
プ
ン
し
た
弁
当
と
惣

菜
の
店『
青
葉
食
堂
』
を
紹
介
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
に
こ
だ
わ
っ
た
食
材
で
、
体

に
優
し
く
お
い
し
い
ご
は
ん
を
店
内
厨
房
で

製
造
し
、
で
き
た
て
の
お
弁
当
や
総
菜
を
販

売
し
て
い
ま
す
。日
替
わ
り
弁
当（
４
０
０

円
）
は
、
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
予
約
注
文
も

多
い
人
気
商
品
で
す
。オ
ー
ナ
ー
の
木き

下し
た

隆り
ゅ
う

一い
ち

さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、『
食
べ

た
人
に
と
っ
て
笑
顔
と
元
気
が
溢
れ
る
よ
う

な
お
弁
当
作
り
と
、【
町
民
の
台
所
】
と
し
て

親
し
ま
れ
る
よ
う
な
お
店
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
』
と
話
し
ま
す
。

夏
場
は
、
か
き
氷
な
ど
も
提
供
で
き
る
よ

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
市

う
準
備
中
と
の
こ
と
。

ご
予
算
に
応
じ
て
、
お

弁
当
や
オ
ー
ド
ブ
ル
な

ど
の
ご
予
約
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
青
葉
食
堂
】
☎
０
９

０
―
１
９
２
９
―
９

６
８
５

【
し
ゅ
し
ゅ
ぽ
ぽ
マ
ー

ケ
ッ
トvol.

６
】
６

月
19
日（
日
）・
午
前

10
時
～
午
後
４
時
・

よ
か
も
ん
や
駐
車
場

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
室

で
開
催〒

８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

https://facebook.com/mimata.yokamonya

後
藤
田　

規　

子

★

★

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
颯
ち
ゃ
ん
。
お
兄
ち
ゃ
ん
、

お
姉
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く

な
っ
て
ね

車
や
電
車
、
乗
り
物
大
好
き
な
悠
吾
☆
か
っ
こ

い
い
修
理
屋
さ
ん
目
指
し
て
大
き
く
な
っ
て

ね
！

山や
ま

﨑さ
き

颯そ
う

く
ん
（
３
歳
）

前ま
え

淵ぶ
ち

悠ゆ
う

吾ご

く
ん
（
４
歳
）

◎
平
成
25
年
２
月
17
日
生
ま
れ

◎
山
﨑
寿
さ
ん
・
千
春
さ
ん
の
３
男

◎
平
成
24
年
５
月
５
日
生
ま
れ

◎
前
淵
暢
作
さ
ん
・
美
和
さ
ん
の
３
男

第
44
回

■問い合わせ　企画政策課  地域政策係　☎52-1114（直通）
■
期
日
＝
６
月
26
日（
日
）　

■
時
間
＝
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ
ま
で

大
野
在
住 

河か
わ

野の

ヨ
ネ
さ
ん（
91
）

梅雨も
カエルどんや
草花たちには
うれしい季節
じゃのう♪
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